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研究成果の概要（和文）： 質的研究には熟練看護師13名が参加した。KJ法による分析で、[過去と将来の出来事
の中で現在のケアを位置づける]、[非侵襲的な看護ケアを提供する]、[さらなる卓越性を目指して反省を踏まえ
てケアを改善する]の 3 つのグループが特定された。
 量的研究では基準に適合した10人の新生児の64場面のデータを収集した。うち、体位変換と授乳のみの介入55
場面を分析対象とした。児のデモグラフィックデータで両群に差がないよう、第3者によってマッチングを行
い、最終的に熟練群15コントロール群18場面を分析に用いた。その結果、熟練群は、四肢の弛緩と吸啜の発生頻
度が少ない傾向が認められた。

研究成果の概要（英文）：Thirteen nurses participated in the interviews. Post analysis, three groups 
were identified: [Placing the present care among past and future events], [Providing non-invasive 
nursing care], and [Improving care with reflection for further excellence]. In the observational 
study, 33 scenes obtained from eight preterm infants and 22 nurses (including 11 experts) were 
finally selected for analysis. The expert group tended to have fewer occurrences of extremities 
flaccidity or sucking in care situations.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
NICUでの卓越した看護師のケアは他の看護師のケアに比べて、日常生活援助の卓越性としてストレス反応を起こ
さない傾向があることが裏付けられた。卓越した看護師は、[過去と将来の出来事の中で現在のケアを位置づけ
る]、[非侵襲的な看護ケアを提供する]、[さらなる卓越性を目指して反省を踏まえてケアを改善する]という看
護をしていた。以上よりNICU看護師の専門性を高めていく必要性が示され、その手掛かりが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 先行研究において、処置やケアのために早産児の身体に触れること（ハンドリング）は、低酸
素血症を招くことが明らかとなっている 1)。また、新生児集中治療室（Neonatal Intensive Care 
Unit；以下 NICU）に入院した児は、処置やケア、光や音などの環境要因により絶え間ない刺激
を受けており、そのような刺激から受けるストレスが、認知機能や社会行動等、その後の児の成
長発達に負の影響を及ぼすと言われており 2)、NICU の光や音に関連した研究も行われている
3)4)5)。 
さらに、早産児に対して行われている処置やケアのうち、気管内吸引や採血に関しては、それ
に対する早産児の反応に着目した量的研究が行われている 6)7)。この研究において、ハンドタオ
ルで身体を包む、乳首を与える、腹臥位を維持できるよう体位を整えるといった看護ケアが、ス
トレスに対する反応を示す、四肢を弛緩させる、びくびくする（驚愕）、しかめっ面等の行動を
低減することが明らかにされている。古里らは、質的研究により早産児の気管内吸引における熟
練看護師へのインタビューから、気管内吸引をする前からの侵襲を緩和する看護ケアが重要で
あることを明らかにした 9)。 
一方で、看護師によって頻繁に行われている体位変換やおむつ交換といった日常生活援助に
関して、臨床の現場においては、その技術に熟練した看護師がケアを行うと、前述したようなス
トレスに対する反応を示す行動の出現数が少なく、また低酸素血症にも至ることなくケアを終
了するという場面を幾度となく目撃した。しかし、気管内吸引や採血に着目した先行研究がある
一方で、早産児に対する日常生活援助における熟練看護師の技に焦点を当てた研究は見当たら
ない。 
 よって、早産児に直接触れるケアである体位変換やおむつ交換といった、NICUではおよそ 3
時間毎に繰り返される日常生活援助に焦点を当て、熟練看護師の技を明らかにすることにより、
実践への示唆が得られるのではないかと考え、研究計画に至った。 
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２．研究の目的 
本研究においては、早産児に対する日常生活援助に焦点をあて、１．NICUにおける熟練看護
師の技を量的、質的研究法のミックスメソッドにより解明する。２．上記の結果と成人学習理論
を基に教育プログラムを開発することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
対象者は NICUに勤務する看護師とその受け持ちの、在胎 28週から 36週に生まれた新生児
とした。量的に解明するに当たり、2名以上がブラゼルトン新生児行動アセスメントの研究者レ
ベルを取得して実施した。新生児のモニタリングにあたっては、持続モニタリングのデータを
PCに取り込み、ビデオカメラ２台でケアの最中の新生児の反応を画像として取り込んだ。ケア
前後 20 分間の観察をビデオで録画 し、ストレス反応等について、ブラゼルトン新生児行動ア
セスメントツールを用いてデータ化した。 質的に解明するに当たり、NICUのケアに熟練した
看護師に半構造化インタビューを行った。分析方法には KJ法による内容分析を用いた。 
 
４．研究成果 
面接には看護師 13 名が参加した。分析後、[過去と将来の出来事の中で現在のケアを位置づけ
る]、[非侵襲的な看護ケアを提供する]、[さらなる卓越性を目指して反省を踏まえてケアを改善
する]の 3 つが特定された。 
基準に適合した 10 人の新生児の 64場面のデータを収集した。うち、体位変換と授乳のみの介
入 55 場面を分析対象とした。ナースデモグラフィックデータで両群に差がないよう、第 3者に



よってマッチングを行い、最終的にエキスパート群 15 コントロール群 18場面を分析に用いた。
その結果、エキスパート群は、四肢の弛緩と吸啜の発生頻度が少ない傾向が認められた。 
2 施設を予定していたが、１施設のみしか内諾を得られず、１施設で実施した。撮影画像の施
設外への持ち出しが許可されず、かつ COVID19 拡大によって、２年間ほど施設内への立ち入り許
可が得られなかったため、観察者間信頼性を確保することを断念し、終了することとなった。大
幅な研究の遅れによって、目的２が課題として残った。 
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